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研究成果の概要（和文）：日本語における主格属格交替（「太郎が読んだ本」→「太郎の読んだ本」）は、最近
100年程度の間にその生起頻度が減少傾向にあることが指摘されている。本研究では、主として文の容認性の世
代間比較を行う心理言語学的手法により、主格属格交替にかかわる言語変化の様相を明らかにした。複数の大規
模Web調査により、同じ現代を生きる話者の間にも、様々な統語的環境における主格属格交替の容認性に有意な
世代間差が検出され、当該言語変化がいまだ進行中であること、および、その変化とは限られた統語的環境での
み属格主語が許されるようになっていく一方向的かつ連続的な過程であることが示された。

研究成果の概要（英文）：Several diachronic corpus studies have demonstrated that Nominative-Genitive
 Conversion (NGC) in Japanese has declined in frequency in the last century. This study aimed to 
clarify whether and in which way this language change is currently in progress, primarily focusing 
on the intergenerational differences in the acceptability of Nominative/Genitive subject sentences 
in Japanese. The results of more than five web-based surveys, each including hundreds of native 
speakers of Japanese, show that younger speakers are less likely to accept Genitive subjects in 
various syntactic environments, with no such intergenerational differences for Nominative-subject 
sentences. These findings suggest that the language change underlying NGC is still in progress, in 
that Genitive subjects are permitted under increasingly limited conditions. Further, this study 
revealed a positive correlation between print exposure and the acceptability of NGC.

研究分野： 心理言語学

キーワード： 言語変化　主格属格交替　容認性　個人差　世代間比較　文理解　読書量

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年の言語変化研究は、通時コーパスの分析をその主たる手法として進められている。一方、本研究は、文刺激
に対する反応の世代間比較という言語変化に対する新たなアプローチを採用したものであり、そのような手法の
有用性を示した点に特に大きな学術的意義があると考えている。今後は、本研究で確立された心理学的手法を用
いることにより、コーパス分析では解明できなかった言語変化に関するさらに多くの事実が明らかとなることが
期待される。また、本研究において得られた、読書・インターネット利用が話者の文法的知識に影響するという
知見は国際的に見ても新規であり、かつ教育実践への応用が見込まれる点で社会的意義が大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 日本語では、以下のように従属節内において、文の意味内容を保ったまま主格助詞「が」を属
格助詞「の」に置き換えることが可能であり、このような現象を主格属格交替と呼ぶ。 

太郎が買った本は推理小説だった。 → 太郎の買った本は推理小説だった。 
（以下、主格主語文）  （以下、属格主語文） 

近年、通時コーパスを用いた研究により、 近 100 年程度の間に主格属格交替（属格主語文）の
生起頻度が減少傾向にあることが示唆されている（南部, 2014; Ogawa, 2018）。一方、このよう
な主格属格交替にかかわる言語変化が現在も進行中であるかどうかについては、研究開始当初
は明らかになっていなかった。また、当該言語変化がどのような様相のもとに進んできた（いる）
のかについての検討も不十分であった。 
 
２．研究の目的 

Harada (1971, 1976)は、「私は太郎の嘘をついていたことを知っていた。」などのような属格
主語文を、比較的高齢世代の話者は容認するのに対して、若年世代の話者は容認しないことを報
告しており、このことから（当時の）主格属格交替に関する言語変化はまさに進行過程にあった
と結論している。進行中の言語変化をリアルタイムで捉えるためには、このような現在を生きる
話者を対象とした世代間比較による心理学的アプローチが有用であると考えられるが、同アプ
ローチによる研究は Harada (1971, 1976)以降行われていない。そこで本研究では、文刺激への
反応の世代間比較によって（現在でも）主格属格交替に関する言語変化を捉えることができるか
を確かめることにより、当該言語変化が今なお進行中であるかどうかを明らかにすることを大
きな目的とする。また、その中で、世代間比較アプローチを言語変化研究の方法論として確立す
ること、および、様々な統語的環境における主格属格交替に対する反応を検証することにより、
当該言語変化の全体像を明らかにすることを目指す。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究では主として、日本語（東京方言）母語話者に対して、主格/属格主語文の容認性評
定（図 1）を求め、主格/属格主語文の容認性を参加者の世代（年齢）によって比較する手法を採
用した（研究 1〜研究 5）。このとき、幅広い世代の参加者からのデータをバランスよく収集する
ため、本研究ではデータ収集のほとんどを、インターネットを介した Web 調査の形式で行った。 
 

図 1. Web 調査における容認性評定のイメージ 
 
(2) 研究 6、研究 7は、本研究の主な目的から派生する問題として、主格/属格主語文に対する
反応（具体的には、文の容認性）の個人差を規定する要因に、話者の世代（年齢）以外のものが
ありうるかを調べるべく実施した。ここでは、そのような要因として、話者の読書量およびイン
ターネット利用頻度に着目し、研究 6 では参加者の過去/現在の読書週間とインターネット利用
頻度を主観的に評定させる質問項目を、研究 7 では後述の ART（Author Recognition Test：
Stanovich & West, 1989）と呼ばれるパフォーマンスベースの読書量推定のための課題を、それ
ぞれ(1)の容認性評定課題と組み合わせて実施した。ART は、研究遂行時点で利用可能な日本語
版のものが存在しなかったため、本研究で新たに日本語版 ART を作成した。 
 
４．研究成果 
(1) 研究 1：主格/属格主語の述部の意味的状態性が異なる刺激文（表 1）各 6文を用いて、20-
29 歳、40-49 歳、65-74 歳の 3つの年齢群（各 100 名、いずれも男女同数の日本語東京方言母語
話者）を対象に文の容認性評定課題を課す調査を実施した。 
 

表 1. 調査(1)で用いた刺激文の例 

述部タイプ 刺激文例 
(a) 形容詞 ひげが/の濃い男性は、女性にあまり好かれない。 
(b) 状態動詞 目鼻立ちが/のしっかりした女性は、きつい印象を持たれる。 
(c) 習慣・反復 桜が/の咲く時期は、親戚がみんな家に集まる。 
(d) 結果持続 窓ガラスが/の割れた部屋は、立ち入りが禁止されている。 
(e) 一回限り 荷物が/の届いた時刻は、夕方の四時ごろであった。 
(f) コピュラ文 競馬が/の趣味であるおじは、休日にいつも出かける。 
注）習慣・反復：習慣・反復を表す活動動詞、結果持続：結果持続を表す変化動詞、
一回限り：一回限りの事象を表す活動動詞または変化動詞 
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調査では、主格主語文・属格主語文の容
認性をそれぞれ 5 段階（0：とても不自
然に感じる〜4：とても自然に感じる）で
評定させ、主格主語文容認性評定値 − 
属格主語文容認性評定値の値（以下、差
分評定値）を分析に用いた。図 2は、表
1に示した刺激文の種類と、年齢群ごと
の差分評定値の平均値である。統計解析
の結果、(i)主格属格交替は述部の意味
的状態性が低くなるほど容認されにく
いこと、および(ii)年齢が若い話者ほど
主格属格交替を容認しにくいことが明
らかとなった。 
 
 
(2) 研究 2：下記(a)のように「Xが/の Y人(…)」
の形式で、形容詞 Y が名詞 X の状態を表すタイ
プ、(b)のように「Xが/の Yこと(…)」形式で、
形容詞 Y が名詞 X の属性を叙述するタイプ、(c)
のように「Xが/の Yである Z(…)」の形式で、形
容名詞でない名詞 Y が名詞 X と主述関係を満た
すタイプの 3種類の刺激文（各12文）を用いて、
25-34 歳、45-54 歳、65-74 歳の 3つの年齢群（各
180 名、いずれも男女同数の日本語東京方言母語
話者）を対象に文の容認性判断課題を課す調査を
実施した。 
(a) 体が/の細い人は、格闘技に向かない。 
(b) 夕焼けが/の赤いことは、考えてみると不思議である。 
(c) 趣味が/の競馬であるおじは、休日にいつも出かける。 
調査では、主格主語文・属格主語文の容認性をそれぞれ 5段階で評定させた。図 3は、刺激文の
種類と年齢群ごとの容認性評定値の平均値である。統計解析の結果、(i)主格主語文ではいずれ
のタイプの刺激文においても容認性に世代間差はみられないこと、(ii)属格主語文では、(b)の
タイプの刺激文のみ、話者の年齢が若いほど容認性が低下することが示された。 
 
(3) 研究 3：下記(a)のように主格/属格主語の述部が非対格動詞である条件（以下、非対格条件）、
(b)のように他動詞の受動態である条件（以下、受動態条件）に割り振ることが可能な 12の刺激
文を用いて、25-34 歳、45-54 歳、65-74 歳の 3 つの年齢群（各 200 名、いずれも男女同数の日
本語東京方言母語話者）を対象に文の容認性判断課題を課す調査を実施した。 
(a) カーテンが/の閉まっている部屋は、父の書

斎です。 
(b) カーテンが/の閉められている部屋は、父の

書斎です。 
調査では、主格主語文・属格主語文の容認性をそ
れぞれ 5 段階で評定させた。図 4 は、実験条件
と年齢群ごとの容認性評定値の平均値である。
統計解析の結果、(i)主格主語文では容認性が受
動態条件＞非対格条件である一方で、属格主語
文では非対格条件＞受動態条件であること、
(ii)主格主語文では、非対格・受動態両条件とも
に容認性に世代間差はみられないこと、(iii)属
格主語文では非対格・受動態条件ともに話者の
年齢が若いほど容認性が低下することが示された。 
 
(4) 研究 4：下記(a)のように、文中に副詞が出現しない条件（以下、副詞なし条件）と、(b)の
ように（場所を表す）副詞が主格/属格主語の前に置かれる条件（以下、副詞あり条件）に割り
振ることが可能な 12 の刺激文を用いて、25-34 歳、45-54 歳、65-74 歳の 3 つの年齢群（各 200
名、いずれも男女同数の日本語東京方言母語話者）を対象に文の容認性判断課題を課す調査を実
施した。 
(a) 母が/の用意しているごちそうは、とてもおいしそうだ。 
(b) 台所で母が/の用意しているごちそうは、とてもおいしそうだ。 
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図 2. 研究 1の結果 

図 3. 研究 2の結果 

図 4. 研究 3の結果 



調査では、主格主語文・属格主語文の容認性
をそれぞれ 5 段階で評定させた。図 5 は、実
験条件と年齢群ごとの容認性評定値の平均値
である。統計解析の結果、(i)主格主語文では
では容認性が副詞あり条件＞副詞なし条件で
ある一方で、属格主語文では副詞なし条件＞
副詞あり条件であること、(ii)主格主語文で
は、副詞なし・副詞あり両条件ともに容認性
に世代間差は見られないこと、(iii)属格主語
文では、副詞なし・副詞あり両条件ともに話
者の年齢が若いほど容認性が低下することが
示された。 
 
(5) 研究 5：下記(a)のように、主格/属格主語が形式名詞「はず」と共起する条件（以下、「は
ず」条件）と、(b)のように普通名詞「理由」と共起する条件に割り振ることが可能な16の刺激
文を用いて、20 歳〜69 歳の日本語東京方言母語話者 600 名（男女同数）を対象に文の容認性判
断課題を課す調査を実施した。 
(a) その公園に裕子たちが/のいるはずがない。 
(b) その公園に裕子たちが/のいる理由がない。 
調査では、主格主語文・属格主語文
の容認性をそれぞれ 5 段階で評定さ
せた。図 6 は、実験条件と年齢群ご
との容認性評定値の平均値の、回帰
分析（線形混合効果モデル）による
予測値である。統計検定の結果、(i)
「はず」・「理由」両条件とも、主格主
語文よりも属格主語文の容認性が低
いこと、(ii)「理由」条件では主格主
語文・属格主語文ともに年齢による
容認性の変化は見られないこと、
(iii)「はず」条件では、主格主語文
は話者の年齢が若いほど容認性は上昇するのに対して、属格主語文は話者の年齢が若いほど容
認性が低下することが示された。 
 
(6) 以上が、文の容認性世代間比較の手法を用いることによって得られた本研究の主たる成果
であるが、様々な統語的条件下においてほぼ一貫して、属格主語文は年齢の若い話者ほど容認し
にくいことが確かめられた。一方で、主格主語文にはどの研究においても年齢が若い話者ほど容
認されにくい傾向は見られていない。このことから、Harada (1971, 1976)によって40年以上前
に確認されていた主格属格交替に関する言語変化の進行は、現在もなお継続中であることが明
らかとなった。この成果は、Harada の研究以降国内外通じて初めて得られたものである。また、
容認性の世代間比較によって言語変化をリアルタイムで捉えることが可能であることを、体系
的な心理学的手法を用いて初めて示した点で、本研究は、言語変化研究と心理学との融合研究と
いう新たな研究領域の創出に寄与したと考える。さらに、属格主語の容認性が現在でも比較的高
くなるような条件（例えば、研究 2 の[a]タイプの文）では、属格主語文の容認性に世代間差が
みられないことから、属格主語文がある限られた環境（具体的には、述部の状態性が高い場合）
でのみ許容されるようになる過程として、主格属格交替に関する言語変化の全体像を捉えるこ
とができた。 
 
 
(7) 研究 6：20〜29 歳の日本語東京方言母語話者 400名（男女同数）を対象として、研究 1にお
ける(d)、(e)、および研究 2 における(b)の刺激文を用いた容認性評定調査を再度実施した。こ
の調査では、容認性評定課題の他に、調査参加者に対して以下のような質問により現在/過去に
おける読書習慣、およびインターネット利用頻度を尋ねた。 
① あなたはこの 1ヶ月に、何冊くらいの本を読みましたか？（0冊/1冊/2〜3冊/4〜5冊/6〜

9冊/10 冊以上） 
② これまでを振り返って、それぞれの時期にどれくらい本を読みましたか？（「小学校入学か

ら卒業まで」、および「中学校入学から成人まで」の時期別、1：「ほとんど読まなかった」
〜5：「とてもよく読んだ」の 5段階評定） 

③ あなたは普段，どのくらいの頻度でインターネットを利用してニュース記事等を読みます
か？（1：ほとんど読まない/2：週に 1〜2回/3：週に 3〜4回/4：毎日 1〜2時間/5：毎日 2
〜3時間/6：毎日 3時間以上） 

④ あなたは普段，ブログやウェブサイトを 1 日あたりどれくらいの時間利用しますか？（ま
ったくしない/30 分未満/30分〜1時間/1〜2時間/2〜3時間/3時間以上） 
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図 5. 研究 4の結果 

図 6. 研究 5の結果 



調査の結果、要約すると以下の知見がその成果として得られた。 
(i) 中学校入学〜成人するまでの期間によく本を読んだと報告した話者ほど、主格属格交替を

容認しやすい。一方、中学校入学以前、および現在の読書量は、主格属格交替の容認性を有
意には予測しない。 

(ii) インターネット（ブログ・ウェブサイト）の利用時間が長い話者ほど、主格属格交替を容認
しにくい。 

 
(8) 研究 7：18〜29歳の日本人大学生・大学院生95名（男性 49名、女性 46名）を対象として、
研究 6と同様の容認性評定課題、および ART を課す調査を実施した。ART では、(a)2011 年〜2018
年の間にベストセラーランキングに登場したフィクション・ノンフィクション各ジャンルの著
書の著者名となっている作家名（フィクション 47名分、ノンフィクション 52 名分）と、(b)一
般に作家として知られていない人名 51 名分をランダムな順序で呈示し、各人名が本の作家であ
るかどうかを判断させた。ART 得点は、作家であると判断された(a)の人名数から、作家である
と判断された(b)の人名数を引いた値を用い、これを当該参加者の読書量推定指標とした。ただ
し、ノンフィクションジャンルのART 得点は、床効果がみられたため、分析にはフィクションジ
ャンルの ART 得点のみを用いた。図 7 は、z
得点に換算した ART（フィクション）得点、
および主語（主格／属格）を説明変数、刺激
文の容認性評定値を目的変数として実施し
た回帰分析（線形混合効果モデル）から得ら
れた回帰直線である。統計検定の結果、(i)
主格主語文の容認性は ART 得点によって有
意には予測されないこと、(ii)ART 得点が高
い（すなわち、推定される読書量が多い）話
者ほど、属格主語文を容認しやすいことが明
らかになった。 
 
(9) 研究 6、7による成果は、言語変化が進行中の文法現象に関する話者の知識は、年齢（世代）
以外の個人差要因によっても異なっていることを示すものである。また、本研究では、読書とい
う比較的古い年代に産出されたテキストにも触れる可能性の高い言語的活動は、通時的に低下
傾向にある属格主語文の容認性を高める、すなわち、巨視的視点からすると進行中の言語変化の
速度を低める方向にはたらく一方で、インターネット利用のような比較的 近に産出されたテ
キストには触れる可能性の高い言語的活動は、逆に言語変化を加速させる方向にはたらく可能
性が示唆された。これまでの研究においては一般に、言語変化は人が言語獲得に際して親世代と
多少異なる文法を獲得することにより引き起こされると考えられてきたが、少なくとも主格属
格交替に関しては、言語獲得期以降の言語的インプットの質や量によって話者の文法的知識が
個人レベルでも変化しうることを、本研究の成果は示している。さらに、これまで主に教育心理
学分野において、読書量が語彙力や読解力の個人差を予測することは国内外で繰り返し確かめ
られてきたが、読書が母語の文法的知識に影響を及ぼす可能性を指摘した知見は本研究が初で
ある。言語理解のプロセスを構成する も基本的な単位が文理解であり、文理解は文法的な知識
がなくては成立しないことを考えると、読書活動を通した読解力の向上をめざす観点からも、本
研究において得られた成果の重要性は高いと考える。 
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